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学生カンパニー　ゴールドｕｐる

企業紹介

運営 (株)アップルヒル
代表者 佐藤⽂⼀様
観光客や地元の⼈々が気軽に利⽤でき
る憩いの場所として⼈気がある

テーマ設定

道の駅なみおか様の
収益UPに貢献できる商品の開発

「ヒット商品を⽣み出す︕」

将来的に最も貢献できる

課題に対する⽬標

⻑く愛される商品を⽬指す

ロングセラー商品

役割分担

5

•古間⽊登⽣

調査

•伊⾹悠昌

広報

•⼤和綾仁

企画

•中尾陽太

社⻑

•成⽥春⾹

書記

•横⼭幸宏

営業

アンケート調査
これまでの主な活動

商品案の絞り込み・試作会

商品案の最終調整

プレ販売実施

調査出張

6⽉
7・8⽉
9⽉
10⽉

11⽉

中尾陽太 成⽥春⾹ 横⼭幸宏
古間⽊登⽣ ⼤和綾仁 伊⾹悠昌1

道の駅なみおかにおける
新商品の開発

ゴールドUPる最終成果報告

活動を進めていく中で⾒つかった課題①

幅広い年齢層のニーズ
を吸収することが必要

道の駅という特⾊を踏まえ、
⼿軽に楽しめる商品

①

②

活動を進めていく中で⾒つかった課題②

通常販売が可能に

既に取引がある

取引先に発注

できる

通年、

⼊⼿できる

活動を進めていく中で⾒つかった課題③

調査出張を経て重要性を再認識した課題

キャッチコピー
販促

容器の選定

1

2

最終的な活動総評

プレ販売会での⽬標販売個数 「１２５杯」

→無事、完売︕
⼆⽇間の売上個数「１２０杯」

売上⾼・総費⽤グラフ

30 60 90 120

売上⾼ 9000 18000 27000 36000

総費⽤ 14386 18772 23158 27,544

可変費⽤ 4386 8772 13158 17544

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

損益分岐点 65個

売上⾼

総費⽤

可変費⽤

活動を通して

現場体験

現場の⽅と接し、

打ち合わせを重ねた
ことは、

貴重な体験になっ
た。

グループワーク

グループとして、

役割分担して活動す
る難しさ、

⼤切さを学んだ。

社会⼈として

社会⼈としての

マナーを学ぶことが
できた。
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